
EVPN/VXLAN Type5の何が良かったか
アンダーレイのL3構成でよかった点はそのまま継続
出展社ごとの設定はホールスイッチで完結
出展社間でL2接続が必要な際はEVPN/VXLAN Type2にて延伸

L3終端しているのでLoopフリー
必要に応じてEVPN/VXLAN 

Type2でL2延伸

どのRouterを優先するか
Routing Protocolで制御可能



【ShowNet 2025】のアクセス網構成
Firewall装置のVXLAN Inspection対応
EVPN Type5によるEVPN/VXLAN網
アンダーレイはOSPFで冗長化
エンタープライズ向けスイッチを含む3社6機種で相互接続
FWはVXLAN Inspection機能によりEVPN/VXLAN網にOSPFでインライン接続
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ShowNet2025のアクセス網構成の良かった点
ShowNetでは例年、ホール毎に異なるFWに振り分ける
これまではこの振り分けをService chainingで行ったり、

VRFを分けてRoute leakによるRoutingなどで解決してきた
結果、複雑になりがちだった。

2019年:SRv6 Service Chaining
各ホールごとにつけるSIDを変えて制御

2024年:VRF Route Leaking
同じRouterが何度も出てくる構成に

例) Hall6の場合



ShowNet2025のアクセス網構成の良かった点
ShowNetでは例年、ホール毎に異なるFWに振り分ける
今年はOSPFコストのみで制御することができて
非常にシンプルな構成を構築!
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EVPN/VXLAN網
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cost 10

cost 10
cost 1000 cost 1000 cost 10



相互接続性のあれこれ
マルチベンダでの相互接続にはハマりどころも多々
VLANの扱い(VLAN-Based / VLAN-Aware Bundle) (2023)
設計思想の違いに起因する経路広告の内容と期待動作

(特にType2経路にIPアドレスを含めるか) (2023)
VXLAN Anycast Gatewayのマルチベンダ動作 (2023)
SRv6 EVPNとVXLAN EVPNのUpdateが混ざる(2025)

かなりの苦労を経て毎年動かしています



来年のInterop Tokyoは2026年6月10日〜12日開催
ShowNet Team Memberプログラム
学生や会社の若手の方向け
ShowNetの構築に参加し、他では得られない経験を積める場

未来のネットワークの1つのカタチ
10年先のインターネットを
見据えたデモと検証
相互接続性

• オープンな技術の上に成り立つ
組み合わせの自由度

• そしてコミュニティへの還元
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